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２
０
１
３
年
の
新
年

を
迎
え
ま
し
た
。
今

年
の
干
支
は
「
巳
＝

蛇
」
蛇
年
は
大
事
件
が
お
き
や
す

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
１
９
２

９
年
の
世
界
大
恐
慌
、
１
９
４
１

年
真
珠
湾
攻
撃
、
２
０
０
１
年
９
・

１
１
テ
ロ
事
件
。
ど
の
事
件
も
戦

争
の
引
き
金
に
な
っ
た
大
事
件
で

す
▼
昨
年
１
２
月
に
実
施
さ
れ
た

衆
議
院
選
挙
、
安
倍
自
民
党
が
２

９
４
議
席
を
獲
得
し
ま
し
た
。
自

民
党
は
憲
法
を
改
悪
し
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
、
自
衛
隊
を
国
防
軍

と
変
え
再
び
戦
争
を
出
来
る
日
本

を
目
指
す
こ
と
を
始
め
、
消
費
税

の
増
税
、
原
発
の
維
持
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協

定
）
に
参
加
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

▼
こ
の
政
策
を
国
民
は
す
べ
て
支

持
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

憲
法
九

条
を
変
え
る
な
と
言
う
声
は
６
０

％
、
原
発
を
な
く
せ
と
い
う
政
党

に
投
票
し
た
国
民
は
５
２
％
、
自

民
党
の
比
例
票
を
越
え
て
い
ま
す
。

消
費
税
増
税
に
賛
成
し
た
自
民
党

も
景
気
動
向
を
み
て
判
断
す
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
も
、
関
税
を
１
０
０

％
ゼ
ロ
に
す
る
な
ら
参
加
し
な
い

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た

▼
政
権
与
党
に
な
っ
た
自
民
党
は

国
民
の
声
が
冷
め
る
の
を
待
っ
て

い
ま
す
。
７
月
に
実
施
さ
れ
る
参

議
院
選
挙
で
再
び
勝
っ
て
ね
じ
れ

現
象
を
な
く
し
一
気
に
悪
政
を
推

進
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
▼
憲

法
改
悪
反
対
、
原
発
は
直
ち
に
ゼ

ロ
に
、
消
費
税
増
税
反
対
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
参
加
反
対
の
声
を
更
に
高
め
継

続
す
る
こ
と
が
悪
政
を
辞
め
さ
せ

る
た
め
の
方
法
で
す
。

反
対
の
声

を
長
く
大
き
く
。

（
晴
）

沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】
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昨
年
は
、
電
機
産
業
に
は
た
ら
く
仲

間
に
と
っ
て
は
大
変
厳
し
い
年
と
な
り

ま
し
た
。
１
３
万
人
を
越
す
、
電
機
産

業
大
リ
ス
ト
ラ
は
、
大
き
な
社
会
問
題

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
人
減

ら
し
で
目
先
の
利
益
を
追
求
し
て
い
て

は
、
電
機
産
業
の｢

復
活｣

は
あ
り
え
ま

せ
ん
。

雇
用
を
守
る
こ
と
は
労
働
組
合
の
最

優
先
課
題
で
す
。
電
機
連
合
は
産
別
と

し
て
取
り
組
ま
ず
、
各
単
産
に
任
せ
る

と
い
う
態
度
に
終
始
し
ま
し
た
。
労
働

組
合
の
社
会
的
責
任
も
問
わ
れ
た
年
と

な
り
ま
し
た
。

１
３
春
闘
は
、
デ
フ
レ
脱
却
の
た
め

に
も
重
要
な
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

景
気
回
復
の
た
め
に
賃
金
の
引
き
上
げ

で
国
民
の
所
得
を
増
し
、
内
需
を
活
発

に
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

昨
年
の
連
結
子
会
社
の
不
適
切
会
計

処
理
問
題
の
反
省
に
立
っ
て
、
Ｏ
Ｋ
Ｉ

経
営
陣
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
重

要
性
を
認
識
し｢

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

(

法
令
遵
守
）
宣
言
」
を
し
ま
し
た
。

｢

労
働
時
間
の
適
正
化
」｢

過
重
労
働
」

｢

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト｣

な
ど
す
ぐ
に

で
も
解
決
で
き
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

す
。
ま
ず
、
目
前
の｢

職
場
の
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
」
に
着
手
す
る
こ
と
が
従
業

員
の
信
頼
の
回
復
・
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
ア
ッ
プ
に
結
び
つ
き
ま
す
。

沖
グ
ル
ー
プ
に
働
く
非
正
規
社
員
も

含
め
た
す
べ
て
の
労
働
者
の
雇
用
と
生

活
、
労
働
条
件
の
向
上
を
め
ざ
し
て
、

今
年
一
年
、
手
を
携
え
て
前
に
進
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。

沖
電
気
の
職
場
を
明
る
く
す
る
会

アンケートに寄せられた職場の声

■仕事は正社員以上にやっている自負があります。働けど働

けど虚しさを感じます。本来なら正規社員としての待遇を受

けて当然とも思いますが、将来不安な事だらけです。

（非正規 ４０歳）

■私たちの職場では労働者がロボットのように働かされてい

ます。仕事も就業時間前から行い、中にはお昼休み、休憩時

間、終業のチャイムが鳴っても作業しています。未払い残業

はタイムカードを押して残業させられています。

（正社員 ２９歳以下）

■薄給のうえ人減らしが横行している。同じ仕事をしていて

も優遇されているのは正社員だけ。派遣はモノ扱い。今の職

場はまさに、業績が下がった時に非正規社員の首を切るよう

な事を繰り返している会社です。現場の雰囲気も最悪です。

（ＯＫＩ関連 ３０歳代）

■沖セミになった時将来のある会社といわれたがとんでもな

い。騙された感じだ。 （ラピスセミコン ５０歳代）

■ 成果主義賃金になって賃金上昇がほとんど０。何とかな

らないのでしょうか。 （沖関連 ３０歳代）

だれもが安心して働ける
職場と生活できる賃金を

南天 明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

分
配
構
造
の
転
換
が
必
要

日
本
総
研
理
事
長

寺
島
実
郎
氏

先
進
国
の
中
で
唯
一
長
期
の
デ
フ
レ

が
続
く
日
本
社
会
。
個
人
消
費
の
低
迷

が
そ
の
解
消
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
。

消
費
が
伸
び
な
い
根
本
的
理
由
は
、
資

産
家
の
没
落
と
低
所
得
者
層
の
急
増
。

一
方
で
企
業
利
益
だ
け
が
増
え
る
構
造

を
転
換
す
る
必
要
が
あ
る
。
年
収
２
０

０
万
円
以
下
で
働
く
非
正
規
労
働
者

（
１
３
０
０
万
人
）
と
低
所
得
の
正
社

員
や
自
営
業
を
加
え
る
と
総
数
は
２
１

６
５
万
人
。
実
に
労
働
人
口
の
３
分
の

１
に
も
上
る
。
一
方
法
人
企
業
経
常
利

益
（
９
８
年
〜
０
７
年
）
は
２
．
４
倍

に
膨
ら
ん
だ
。
こ
れ
で
は
消
費
が
伸
び

る
わ
け
が
な
い
。
「
分
配
構
造
の
転
換

が
必
要
」
と
訴
え
た
。

（
連
合
の
春
闘
討
論
集
会
の
講
演
か
ら
）

生活の実感としては、

「かなり苦しい」と「や

や苦しい」を合わせると

６８．４％になり依然と

して改善されていません。

生活に必要な月の増額のトップ

は５万円以上で４７．３％。

２位が３万円以上で２４．６％。

必要額の加重平均で３８，６０

０円になっています。



25歳・さいたま市　単身25歳

　　最低生計費試算　（円）
　　　　食費 39,564

　　　住居費 54,167
　水道・光熱費 6,552

　家具・家事用品 3,881
　　被服・履物 7,548

　　保健・医療 2,465
　　交通・通信 18,214
　　教養・娯楽 18,273

　　　その他 23,742
税金・社会保険料 42,395

　　　予備費 17,000
理論最低生計費 233,801

沖電気 （平均年齢4 2歳）
　単純平均賃金 32 8,00 0
沖電気正規社員の
年齢別最賃・42歳 22 3,00 0
沖電気正規社員の
年齢別最賃・25歳
沖電気契約社員 155 .4 8時間

時給1250円試算 19 4,35 0
沖電気派遣社員 155 .4 8時間

時給1100円試算 17 1,02 8

埼玉県最低賃金 155 .4 8時間

時給771円試算 11 9,87 5
埼玉県生活保護費
18歳・単身 19 9,26 7

17 4,00 0
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意
気
投
合

【
東
京
・
芝
浦
】

通
信
機
開
発
を
し
て
い
る
友
人

と
久
し
ぶ
り
に
会
う
機
会
が
あ
り
、

職
場
の
状
況
を
聞
い
た
ら
、
新
規

製
品
開
発
中
で
結
構
忙
し
い
と
の

事
で
し
た
。

そ
の
話
の
中
で
Ｏ
Ｋ
Ｉ
で
残
っ

て
い
る
の
は
通
信
機
器
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
、

プ
リ
ン
タ
等
の
製
品
が
ほ
と
ん
ど

で
、
結
局
自
前
で
作
っ
た
も
の
し

か
残
ら
な
か
っ
た
ね
と
意
気
投
合

し
ま
し
た
。

今
電
機
業
界
で
は
リ
ス
ト
ラ
の

嵐
が
吹
き
荒
れ
て
い
ま
す
が
、
海

外
に
人･

物･

金･

情
報
を
流
出
し

た
結
果
が
招
い
た
も
の
で
す
。
友

人
は
、
今
の
電
機
の
経
営
者
の
よ

う
な
や
り
方
な
ら
俺
に
も
出
来
る

と
い
っ
て
い
ま
し
た
が
、
私
も
同

感
で
す
。

超
繁
忙
で
、

残
業
代
は
先
送
り

【
埼
玉･

本
庄
】

納
期
に
間
に
合
わ
せ
る
の
で
長

時
間
残
業
が
続
い
て
い
る
職
場
が

あ
る
と
聞
く
。
体
は
く
た
く
た
。

し
か
も
、
４
０
時
間
を
超
え
る
残

業
分
は
先
送
り
。
雪
だ
る
ま
式
に

増
え
て
い
く
と
い
う
。
い
つ
払
っ

て
く
れ
る
の
か
定
か
で
は
な
い
。

残
業
は
８
０
時
間
を
超
え
る
月
も

あ
る
。
「
１
ヵ
月
６
０
Ｈ
を
超
え

た
場
合
は
割
増
賃
金
率
も
５
０
％

へ
引
き
あ
が
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
も

会
社
に
科
せ
ら
れ
て
い
る
が
そ
れ

も
守
ら
れ
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な

い
。
そ
れ
よ
り
も
こ
の
働
き
方
を

何
と
か
し
て
ほ
し
い
と
い
う
切
実

な
声
が
湧
き
上
が
っ
て
い
ま
す
。

ル
ー
ル
が
あ
っ
て
も
守
ら
れ
な

け
れ
ば
無
い
に
等
し
い
。
早
急
な

是
正
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

歓
迎
、
職
場
環
境
改
善

【
群
馬
・
富
岡
】

昨
年
は
、
ト
イ
レ
洗
面
所
の
改

築
が
行
わ
れ
、
快
適
に
過
ご
せ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

は
洗
面
所
と
禁
煙
場
所
が
一
緒
で

ト
イ
レ
に
行
く
た
び
に
、
タ
バ
コ

の
に
お
い
や
煙
を
吸
い
続
け
て
い

ま
し
た
。
改
築
さ
れ
、
禁
煙
場
所

が
仕
切
ら
れ
煙
も
漏
れ
な
く
な
り

タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
人
に
と
っ
て

は
非
常
に
良
く
な
り
ま
し
た
。

照
明
も
白
色
灯
か
ら
ナ
チ
ュ
ラ

ル
灯
に
変
わ
り
休
憩
所
ら
し
く
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
暮
れ
か

ら
旧
厚
生
棟
の
解
体
工
事
が
始
ま

り
ま
し
た
。
隣
に
あ
る
ロ
ッ
カ
ー

室
は
冬
は
寒
く
て
夏
は
暑
い
、
お

ま
け
に
狭
く
て
靴
が
そ
ろ
え
て
入

ら
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
流
れ
で
改
善
し
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

移
管
問
題
で
新
た
に

二
名
が
職
場
を
追
わ
れ
る

【
ラ
ピ
ス
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
】

沖
電
気
の
半
導
体
部
門
が
ロ
ー

ム
に
売
却
さ
れ
た
後
、
相
次
ぐ
リ

ス
ト
ラ
で
従
業
員
数
が
７
割
超
減

の
約
１
３
０
０
人
に
な
り
ま
し
た
。

八
王
子
地
区
の
職
場
（
Ｗ
Ｌ-

Ｃ
Ｓ
Ｐ
）
の
宮
崎
移
管
に
伴
い
出

向
に
応
じ
な
か
っ
た
二
名
の
従
業

員
が
、
１
２
月
２
０
日
に
業
務
命

令
違
反
で
の
解
雇
及
び
雇
用
契
約

解
除
（
シ
ニ
ア
社
員
）
で
職
場
を

追
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
８
月
の

一
名
と
あ
わ
せ
て
三
名
と
な
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
組
合

に
加
盟
し
て
会
社
の
横
暴
を
許
さ

な
い
と
し
て
団
体
交
渉
を
行
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
親
会
社
の
ロ
ー
ム
社
で

は
一
月
に
希
望
退
職
の
募
集
が
始

ま
る
な
ど
従
業
員
に
と
っ
て
厳
し

い
年
末
年
始
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ソ
ノ
ブ
イ
生
産
累
計

１
０
０
万
本
達
成

【
社
会
シ
ス
テ
ム
工
場
・
沼
津
】

沖
電
気
は
防
衛
庁
の
中
央
調
達

高
が
１
４
０
億
円
（
１
１
年
度
）

の
防
衛
産
業
企
業
。
航
空
機
か
ら

海
面
に
投
下
し
て
海
中
の
音
響
状

態
で
潜
水
艦
な
ど
を
探
索
す
る
装

置
が
ソ
ノ
ブ
イ
で
す
。
１
９
６
０

年
に
生
産
を
開
始
し
て
昨
年
７
月

に
１
０
０
万
本
を
達
成
し
ま
し
た
。

記
念
式
も
行
わ
れ
、
川
崎
社
長

は
「
日
本
の
防
衛
に
貢
献
し
て
い

る
」
と
胸
を
張
り
、
工
場
長
は
２

０
０
万
本
を
目
指
す
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。
＝
報
道
な
ど
か
ら
。

９
２
年
に
沖
電
気
は
防
衛
庁
の

調
達
で
水
増
し
請
求
と
い
う
不
正

事
件
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。
利
益

第
一
の
不
正
は
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
心
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

日
本
の
不
況
脱
却
は
賃
金
の
底
上
げ
か
ら

最
低
生
計
費
試
算

２
５
歳
単
身
で
税
込
月
額
２
３
万
程
度
が
必
要

日本だけ賃下げ 賃金の国際比較 （1997年＝100）

（ＯＥＣＤ統計）

↓日本

最低賃金の国際比較（2009年）平均賃金に対する相対水準％

雇
用
と
生
活
の
安
定
で

「
経
済
」
の
復
活
を

派
遣
法
な
ど
労
働
法
制

の
規
制
緩
和
に
よ
り
非
正

規
社
員
の
増
加
や
大
企
業

労
組
の
賃
上
げ
自
粛
に
よ

り
、
働
く
人
の
所
得
が
減
っ

て
、
消
費
が
冷
え
込
み
、

経
済
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。

先
進
国
で
賃
金
が
下
が
っ

て
い
る
の
は
日
本
だ
け
の

異
常
な
状
態
で
す
。
賃
金

格
差
も
拡
大
し
て
い
ま
す
。

佛
教
大
学
・
金
澤
教
授

な
ど
が
試
算
し
た
生
計
費

原
則
の
実
現
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
左
表
は
月
額

で
の
一
例
を
示
し
ま
す
。

生
活
保
護
費
は
税
金
な
ど

の
加
算
後
の
金
額
で
す
。

賃
金
抑
制
で
溜
め
こ
み
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財
務
省
、
国
税
庁
の
資

料
で
も
大
企
業
の
内
部
留

保
金
（
溜
め
こ
み
金
）
が

増
大
し
、
民
間
給
与
が
減
っ

て
い
ま
す
。
デ
フ
レ
（
※

１
参
照
）
不
況
を
断
ち
切

る
に
は
、
金
余
り
の
企
業

に
、
お
金
を
ま
わ
す
「
金

融
緩
和
」
で
は
な
く
、
消

費
税
増
税
を
中
止
し
、
家

計
消
費
を
増
や
す
賃
上
げ

こ
そ
が
景
気
回
復
や
財
政
・

経
済
の
立
直
し
の
道
で
す
。

（平均賃金の３６％程度の日本）

※
１
デ
フ
レ
（
デ
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
）
と
は
、
「
物
価
下
落
を

は
る
か
に
し
の
ぐ
速
度
と
幅

で
一
般
の
所
得
が
下
落
す
る

こ
と
」
反
対
が
物
価
が
上
が

る
イ
ン
フ
レ
。


